
画

禅

室

随

筆

札

記

(
下

)

古

原

宏

伸

(承
前
)
こ
の
札
記
の
前
半
は
、

二
月
刊
)
に
載
せ
て
あ
る
。

第

一
則

奈
良
大
学
紀
要
第
十
五
号

(昭
和
六
十

一
年
十

絶
去
甜
俗
踵
脛

乃
為
士
気

〈
校
異
〉

諸
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。

甜
俗

第
七
十

一
則
に
も

「
不
当
以
甜
邪
俗
頼
者
、
尽
之
彼
中
也
」
と
み
え
る
。

こ
れ
は
黄
公
望

「
写
山
水
訣
」
に
、
「
作
画
大
要
、
去
邪
甜
俗
頼
四
箇
字
」
と
あ

る
の
に
本
つ
く
。
甜
俗
に
つ
い
て
葛
路
は

、
黄
庭
堅
、
韓
拙
ら
北
宋
に
始
ま
る
画

評
の
論
点
の

一
つ
で
、
俗
は
媚
態
の
意
と

い
う
。
甜
は
甘
美
の
意
、
葛
路
は

「趙

令
穣
、
伯
駒
、
承
旨
の
三
家
を
合
併
す
れ
ば
、
妖
と
錐
も
甜
な
ら
ず
」
(
八
十

五

(
1

)

則
)
を
引
い
て
、
彩
色
に
心
を
奪
わ
れ
、
伝
神
の
能
力
を
失

っ
た
意
と
説
く
。
そ

こ
ま
で
踏
み
こ
ん
で
訳
す
必
要
を
認
め
な

い
。

暎
径

十
七
世
紀
、
董
其
昌
の
頃
に
な
る
と
、
絵
画
史
は
宋
代
以
降
の
詩
書
画

三
絶
的
な
教
養
主
義
の
枠
を
越
え
た
、
純
粋
な
意
味
で
の
美
学
、
美
術
史
的
表
現

が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
ら
の
問
題
を
論
ず
る
に
は
、
伝
統
的
な
画

論
の
用
語
で
は
カ
バ
ー
で
き
ず
、
と
い
っ
て
専
門
用
語
を
新
た
に
造
り
出
す
こ
と

は
不
可
能
で
あ

っ
た
か
ら
、
禅
宗
の
仏
語
や
旧
套
の
漢
語
を
、
こ
れ
に
当
て
る
ほ

か
な
か

っ
た
。
「
小
中
現
大
冊
」
第
十
八
の
対
題
に
い
う
、
「余

の
家
の
所
蔵

の

　

　

富
春
山
巻
と
正
に
同
参
な
り
」
、
は

「
同

一
巻
属
」
(第
五

巨
然
雪
図
)
と
同

(2
)

じ
く
、
同
趣
、
同
格
を
意
味
す
る
仏
語
か
ら
の
転
用
の
例
で
あ
る
。

同
じ
画
冊
の
第

一
に
い
う
、
「
萢
寛
の
画
は
厚
と
い
え
ど
も
、
亦
此
の
幅
と
門

戸
倫
し
か
ら
ず
」
の
門
戸
は
、
門
庭
と
同
じ
く
、
現
代
の

「
様
式
」
に
相
当
し
よ

う
。
門
庭
の
例
を
引
く
。

画
中
山
水
、
位
置
嫉
法
、
各
有
門
庭
、
惟
樹
木
則
不
然

(
七
則
)

画
与
字
各
有
門
庭
、
字
可
生
、
画
不
可
熟

(
二
十
九
則
)

寄
楽
干
画
、
自
黄
公
望
始
開
門
庭
耳

(七
十
三
則
)

大
都
米
家
書
与
趙
呉
興
、
各
為

一
門
庭

(巻

一

臨
米
書
後
)

it



学
欲
望
見
古
人
門
庭
践
径
、
斯
亦
渡
河
宝
筏

(『
華
亭
』
)

福
本
訳
は
門
庭
の
訳
語
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

「宗
旨
、
流
儀
、
学
の
内
容
、
入
口
、

一
派
の
ム
ー
ド
を
も

っ
た
語
」
と
い
い
、
成
案
は
な
い
。

右
の
最
後
の
例
に
み
え
る
門
庭
と
蹟
径
と
の
関
係
は
、
次
の
例
の
法
と
践
樫
と

の
関
係
に
準
ず
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『
画
禅
室

巻

一
』

晋
宋
人
書
、
但
以
風
流
勝
、
不
為
無
法
、
而
妙
処
不

在
法
、
至
唐
人
始
専
以
法
為
践
脛
、
而
尽
態
極
研
　

神
田
先
生
は

「と

こ
ろ
が
唐
人
の
書
と
な
る
と
、
こ
れ
に
反
し
て
専
ら
法
を
重
ん

じ
、
そ
れ
を
書
道
に
わ
け
い
る
近
道
と
心
得
、
唯
だ
技
術
的
な
形
式
美
を
追
ふ
ば

か
り
で
あ
る
」
と
訳
さ
れ
て
い
る

(
二
三
四
頁
)
。
し
か
し

「
近
道
」
と
い
う
訳

語
で
は
、
画
の
場
合
に
は
必
ず
し
も
通
じ
な
い
。

思
う
に
践
脛
は
未
成
熟
の
ま
ま
に
終

っ
た
専
門
用
語
で
あ

っ
て
、
右
の

一
条
は

踵
径
の
成
立
の
構
造
を
示
し
て
は
い
な
い
か
。
唐
人
に
な

っ
て
始
め
て
、
「法
を

重
ん
じ
、
こ
れ
を
近
道
と
心
得
た
」
の
で
は
な
く
て
、
「法
を
変
じ
て
、
践
樫

に

つ
く
り
か
え
た
」
、
つ
ま
り
最
高
の
規
範

で
あ
る
法
か
ら
転
じ
た
、
法
よ
り
卑
近

な
段
階
に
あ
る
技
法
を
意
味
し
よ
う
。
本
則
に
い
う

「甜
俗
の
践
径
」
と
同
様
、

践
脛
が

つ
ね
に
否
定
的
な
形
容
、

ニ
ュ
ア

ン
ス
を
と
も
な

っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る

の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

e

朱
沢
民
、
唐
子
華
、
銚
彦
卿
輩
、
倶
為
前
人
践
樫
所
圧
、
不
能
自
立
堂
戸

(
五
十
七
則
)

口

蓋
有
筆
無
墨
者
、
見
落
筆
践
樫
、
而
少
自
然

(六
十

一
則
)

口

宋
人
中
、
米
嚢
陽
在
践
践
之
外
、
蝕
皆
従
陶
鋳
而
来

(
六
十
三
則
)

四

趙
大
年
画
平
遠
、
不
落
当
時
践
逞

(『
華
亭
』
)

福
本
訳
、
そ
れ
ぞ
れ
0
小
み
ち
、
て

っ
と
り
ば
や
い
方
法
、
⇔
残
し
た
道
し
る
べ
、

日
正
統
、
常
軌
。
だ
が
同
じ
践
樫
之
外
で
も
、
次
の
例
に
は
福
本
訳
で
は
通
じ
な

い
。㈲

趙
文
敏
、
黄
鶴
山
樵
、
皆
有
青
弁
図
…
余
於
二
公
筆
墨
践
輕
之
外
、
別
構

一
境

(
『容
別
』
巻
六
)

口
の
陶
鋳
は
、
定
型

ω8
奉
○
身
b
①
の
意
で
あ

っ
て
、
董
其
昌
の
批
判
し
て
い

た
宋
の
院
体
を
さ
す
。
と
す
る
と
、
霞
樫
は
法
や
門
庭
よ
り
は
低
次
元
の
、
陶
鏡

よ
り
は
優
れ
る
性
質
の
語
、
規
範
や
典
型
を
技
法
的
に
形
式
化
し
た
内
容
の
語
で

あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
踵
径
は
字
儀
通
り

「
近
道
」
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
近
道
は
、

具
体
的
な
指
示
を
も
つ
作
画
要
領
と
同
じ
く
、
画
法
と
し
て
の
近
道
な
の
で
あ
る
。

以
下
の
例
で
は
、
蹟
脛
を
得
た
な
ら
、
ま
る
ま
る
真
似
す
る
こ
と
も
困
難
で
な
い

と
い
う
。
践
樫
は

(筆
描
)
形
式
と
訳
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

夏
珪

「山
水
図
巻
」
践

如
塑
工
所
謂
減
塑
者
、
其
意
尽
去
模
疑
踵
脛

『容
別
』
巻
六

王
維

「
江
干
雪
意
図
巻
」
践

顧
踵
樫
己
具
、
模
疑
不
難

『同
』
巻
六

践

「
画
冊
」

今
在
台
中
、
多
似
宋
人
筆
、
復
舎
所
学
為
之
、
似
略
得
践
蓬

『
同
』
巻
二

践
脛
と
同
じ
く
、
董
其
昌
の
発
明
し
た
用
語
の

一
つ
に
、
分
合
が
あ
る
。
踵
樫

と
同
じ
構
造
を
示
す
。
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よ
く
分
か
ち
よ
く
合
し
、
而
し
て
破
法
も

っ
て
発
す
る
に
足
る

(
八
則
)

お
よ
そ
画
山
水
は
、
須
ら
く
分
合
を
明
ら
か
に
す
べ
し
、
分
筆
は
す
な
わ
ち
大

綱
宗
な
り

(九
則
)

古
人
大
軸
を
運
ら
す
に
、
た
だ
三
四
の
大
分
合
あ
り
、
章
を
成
す
所
以
な
り

(
二
十
三
則
)

分
合
の
福
本
訳
、
各
々

「分
け
る
こ
と
と

合
わ
せ
る
こ
と
」
、
「疎
な
る
こ
と
と

密
な
る
こ
と
」
、
「
こ
こ
で
は
大
ざ

っ
ぱ

に
分
け
る
こ
と
」
と

一
定
し
な
い
。
分
合

は
分
割
、
統
合
の
意
で
、
各
要
素
の
論
理
的
な
分
離
と
適
切
な
均
衡
と
を
い
い
、

構
図
法
の
実
際
を
具
体
的
に
指
示
す
る
語
。
福
本
訳
で
第
二
十
三
則
の
成
章

(成

功
す
る
意
)
を

「
大
体
の
構
成
を
き
あ
る
」
と
す
る
の
は
誤
ま
り
で
あ
る
。
構
図

法
を
い
う
伝
統
的
な
用
語
に
、
六
法
の

一
っ
、
経
営
位
置
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
分

合
は
画
面
を
分
断
し
、
接
合
す
る
技
法
の
語
で
あ

っ
て
、
経
営
と
比
較
す
る
と
、

法
、
門
庭
と
践
脛
の
関
係
に
似
て
お
り
、
経
営
や
三
遠
に
比
し
、
平
面
と
し
て
の

画
面
を
意
識
し
て
い
る
点
で
進
ん
で
い
る

。

註

(
1
)

『
中
国
古
代
絵
画

理
論

発
展
史

』

一
五
九
頁

上
海
人
民
美
術
出
版
社

一
九
八

二

(
2
)
石
濤

「
画
語
録
」

第
十

一
に
、
践
樫
章
が
あ

る
。
「
写
画
有
践

樫
六

則

、
云

々
」

で
始
ま
り

、
具
体
的

な
構

図
法
を
列
挙

す
る
が
、
様
式
的
な
概
念
は
全
く
な

い
。

第
二
則

読
万
巻
書
、
行
万
里
路
、
胸
中
脱
去
塵
濁
、
自
然
丘
墾
内
営
、
立
成
頸
那
、
随

手
写
出

〈
校
異
〉

郵
那
、
『
画
旨
』
、
『
式
古
』
浮
郭

に
作
る
。
『画
眼
』
、
『
大
魁
』
郵

那
に
作
る
。
郵
那
に
従
う
。
「
画
眼
』
、
『
画
旨
』
、
「
容
台
』
、
自
然
を
自
有

に
作

る
。
ま
た
立
成
を
成
立
に
作
る
の
は
誤
倒
。

自
然
丘
整
内
営

『
宣
和
画
譜
』
山
水
門
の

「
其
非
胸
中
自
有
丘
堅
、
発
而
見

諸
形
容
、
未
必
知
此
」
を
踏
む
。
胸
中
丘
堅
は
蘇
転

「
文
与
可
画
竹黒
當
谷
便
竹
記
」

の

「
画
竹
必
先
得
成
竹
於
胸
中
」
の
提
言
を
山
水
画
に
転
用
し
た
北
宋
時
代
の
制

作
理
論
。
制
作
に
際
し
て
画
家
の
抱
く
イ
メ
ー
ジ
、
理
想
像
な
ど
よ
り
は
、
も

っ

と
統

一
的
な
精
神
的
宇
宙
を
意
味
す
る
。
そ
の
具
体
的
な
取
得
の
さ
ま
は
、

『
聖

朝
名
画
評
』
山
水
林
木
門
に
み
え
る
。

(萢
寛
)
居
山
水
間
、
嘗
危
坐
終
日
、
縦
目
四
顧
、
以
求
其
趣
、
錐
雪
月
之
際
、

必
俳
徊
凝
覧
、
以
発
思
慮

(高
克
明
)
尤
喜
幽
獣
、
多
行
郊
野
間
、
覧
山
水
之
趣
、
対
坐
終
日
、
楽
可
知

也
、
帰
則
求
静
室
、
以
居
沈
屏
思
慮
、
神
遊
物
外
、
景
造
筆
下

立
成
鄭
郷

『
周
易
参
同
契
』
巻
上

「経
営
養
郵
那
、
凝
神
以
成
躯
」
、
『
同
』

巻
中

「
惟
主
処
内
、
立
置
鄭
郡
」
と
み
え
る
。
鄭
那
の
意
味
は
、
衰
仁
林

『
古
文

周
易
参
同
契
註
』
に
明
ら
か
で
あ
る
。

鄭
那
、
猶
言
根
抵
二
字
、
較
城
郭
字
様
軽
清
、
故
用
以
言
無
形
之
性
、
郵
坂
同

一13一



音
、
堤
為
界
限
、
那
薯
同
音
、
朱
註
那
然
外
見
之
貌
、
大
抵
此
二
字
、
不
過
彷

彿
其
界
限
根
抵
而
為
言
耳

衰
仁
林
の
い
う
よ
う
に
輪
郭
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
「下
筆
第

一
に
着
手
す
る
の

は
、
山
の
輪
郭
た
る
べ
し
」
と
す
る
意
見
が
繰
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
類

推
で
き
る
。

山
之
輪
郭
先
定
、
然
後
破
之
、
今
人
従
砕
処
積
為
大
山
、
此
最
是
病

(
二
十
三
則
)

凡
山
要
有
凹
凸
之
形
、
先
鈎
山
外
勢
形
像
、
其
中
則
用
直
鍼

(
二
十
八
則
)

古
人
論
画
有
云
、
下
筆
便
有
凹
凸
之
形

(
四
則
)

第
五
則

然
少
陵
無
人
講
仙
死
、
文
沈
之
後
、
広
陵
散
絶
　
、
奈
何

〈
校
異
〉

諸
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。

文
沈
之
後

第
五
十
六
則
に
い
う
南
北
二
派
論
に
は
登
場
し
な
い
の
だ
が
、
南

宗
画
派
の
法
脈
と
し
て
宋
以
後
趙
孟
頻
、
高
克
恭
、
元
末
四
大
家
の
後
は
、
沈
周
、

文
徴
明
に
よ

っ
て
受
け
つ
が
れ
た
と
す
る
。

し
か
し
歴
史
的
位
置
は
允
許
し
て
も
、
沈
文
二
家
に
決
し
て
高
い
評
価
を
与
え

た
わ
け
で
は
な
い
。
第
二
十
七
則
に
い
う

、
「
そ
の
大
成
を
集
め
、
自
ら
機
軸
を

出
す
こ
と
を
再
四
五
年
な
ら
ば
、
文
沈
二
君
も
独
り
吾
が
呉
に
独
歩
す
る
あ
た
わ

ざ
ら
ん
」
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の

一
条
は
清
朝
康
煕
年
間
、
自
信
過
剰
の
董
其

昌
の
風
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
、
ず
ら
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

『容
台
集
』
に
い
う
、
余
を
し
て
梢
し
く
歳
月
を
加
え
し
め
ば
、
ま
さ
に
文
沈

諸
公
を
し
て
呉
中
を
横
行
せ
し
め
ざ
る
べ
し

(『
平
生
』
巻
十
)

宋
元
画
家
に
対
す
る
董
其
昌
の
評
隣
に
は
、

一
貫
し
て
厳
し
い
序
列
が
整
え
ら
れ

て
い
た
。
王
維
と
董
源
、
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
創
作

の
根
源
で
あ
り
、
神
に
等
し
い
。

侃
雲
林
は

「
元
季
四
大
家
の
う
ち
、
独
り
品
格
尤
も
超
ゆ
」
(
九
十
六
則
)、
「米

帝
後

一
人
の
み
」
(
六
十
三
則
)
と
し
て
逸
品
と
い
う
別
格
の
価
値
が
与
え
ら
れ

る
。
「
趙
孟
頻
は
な
お
雲
林
に
遜
る
」
(六
十
八
則
)、
「
仇
英
、
趙
孟
頬
と
品
格

同
じ
か
ら
ず
と
雛
も
、
皆
習
者
の
流
」
(七
十
三
則
)
、
彼
が

「
多
く
を
学
ん
だ
」

と
す
る
趙
孟
頬
は
必
ら
ず
し
も
評
価
が
高
く
な
い
。
「
元
季
の
四
大
家
、
黄
公
望

を
冠
と
す
」
(
三
十
七
則
)
、
「縦
横
の
習
気
、
黄
子
久
も
い
ま
だ
よ
く
断
た
ず
」

(六
十
八
則
)
、
元
末
四
大
家
の
中
、
最
優
の
黄
公
望
も
絶
対
で
な
く
完
全
で
な

い
。
「
高
克
恭
の
品
格
、
ほ
と
ん
ど
趙
孟
頽
に
坪
し
」
(
同
上
)
、
「高
は

一
生
米

を
学
ぶ
、
及
ば
ざ
る
あ
る
も
過
ぐ
る
こ
と
な
し
」
(六
十
七
則
)
、
高
克
恭
、
趙

孟
頽
と
も
に
米
蓄
に
は
及
ば
ぬ
と
断
定
す
る
。
「曹
雲
西
、
唐
子
華
、
銚
彦
卿
、
朱

沢
民
輩
出
す
る
も
、
そ
の
十
に
し
て
黄
侃
の

一
に
も
当
ら
ず
」
(
百
三
十
八
則
)
、

『画
禅
室
随
筆
」
巻
二
は
、
元
代
李
郭
派

へ
の
右
の
酷
評
で
終

っ
て
い
る
。

董
其
昌
の
宋
元
画
家
論
の
序
列
は
、
米
苛
、
黄
公
望
、
呉
鎮
、
王
蒙
、
趙
孟
頻
、

高
克
恭
の
順
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

董
其
昌
が
趙
孟
頽
と
文
徴
明
の
書
の
優
劣
を
論
じ
て
、
文
徴
明
の
書
は
嫌
い
な
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趙
孟
頬
に
さ
え
も
及
ば
な
い
の
だ
と
き
め

つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
神
田
先
生
の
指

摘
が
あ
る

(
一
〇
八
-
九
頁
)。
同
様
な
見
解
は
画
に
つ
い
て
も
、
同
じ
比
喩
を

使

っ
て
述
べ
ら
れ
る
。

『
圧
珊
』
巻
十
五

文
徴
明

「倣
趙
孟
頻
槍
浪
濯
足
図
」
践

文
徴
仲
画
、

大
類
趙
承
旨
、
第
微
尖
利
耳
、
同
能
不
如
独
勝
、
無
取
絶
肖
、
似
所
謂
魯
男
子

学
柳
下
恵

そ
の
文
徴
明
、
沈
周
程
度
の
画
家
さ
え
、

二
人
の
後
に
は
続
い
て
い
な
い
の
だ
と

い
う
の
が
本
則
の
主
張
で
あ
る
。
沈
文
以
後
の
絶
学
と
い
う
認
識
は
、
呉
派
文
人

画
末
流
と
衰
頽
と
す
る
状
況
把
握
か
ら
発
し
て
い
る
。
彼
は
そ
れ
を

「
呉
中
繊
媚

の
随
」
(『
容
台
』
践
宗
考
廉
画
冊
)
と
い
う
表
現
で
軽
蔑
し
た
。
自
ら
牧
集
四
十

年
、
畢
生
の
心
血
を
注
い
だ
と
い
う

「
唐
宋
元
明
画
大
観
冊
」
の
後
幅
に
践
し
て
、

呉
中
は
陸
叔
平
の
後
、
画
道
頽
落
す
、
亦
好
事
家
多
く
贋
本
を
牧
め
、
謬
種
流

伝
し
、
妄
り
に
自
ら
堂
戸
を
開
く
と
い
う
。
知
ら
ず
、
趙
文
敏
い
う
所
の
時
流

の
易
趣
、
古
意
復
し
が
た
く
、
速
朽
の
技
何
ぞ
盤
旋
す
る
に
足
ら
ん
こ
と
を

(
『石

一

画
禅
室
』)

と
こ
き
お
ろ
し
て
い
る
。
書
に
つ
い
て
も
同
様
な
認
識
の
あ

っ
た
こ
と
、
神
田
先

生
の

『
講
義
』
に
み
え
る
。

こ
こ
に
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
董
其
昌
が
む
き
出
し
に
表
明
し
て
ゐ
る

と
こ
ろ
の
、
呉
中
派
に
対
す
る
激
し
い
対
抗
意
識
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
文
徴

明
や
祝
允
明
に
対
し
て
、
あ
た
か
も
目

の
敵
の
ご
と
く
厳
し
い
批
判
を
加
え
て

ゐ
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
が
…
…

(
二
八
九
頁
)

董
其
昌
の
批
判
は
、
そ
の
死
後
よ
ほ
ど
緩
和
さ
れ
、
そ
の
評
価
は
常
識
化
さ
れ
て
、

現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明
亡
直
後
の
順
治
年
間
、
孫
承
沢
の
戴
進

「霊
谷

春
雲
図
」

(
西
ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
)
践
は
、
そ
の
早
期
の
実
例
で
あ
る
。

文
進
画
、
有
絶
劣
者
、
遂
開
周
臣
、
謝
時
臣
等
之
俗
、
至
張
平
山
、
蒋
三
松
等
、

悪
極
　
、
皆
其
流
派
也
、
不
有
文
沈
両
公

一
起
而
継
宋
元
之
絶
学
、
風
雅
不
幾

掃
地
耶第

十
九
則

画
家
以
古
人
為
師
、

絶
近
画
中
山

己
自
上
乗
、
進
此
当
以
天
地
為
師
、
毎
朝
起
看
雲
気
変
幻
、

〈
校
異
〉

『
画
説
』
古
人
、
古
に
作
る
。
『
十
百
』
変
幻
、
幻
に
作
る
。
毎
朝

起
、
『画
旨
』
『
式
古
』
『
容
台
』
起
を
欠
く

。
『画
眼
』
毎
毎
朝
起

に
作
る
。

『画
眼
』
已
自
、
已
是
に
作
る
。
『論
画
珀
言
』

こ
の
段
な
し
。
『
真
蹟
日
録
初

集
』
、
「
董
玄
宰
評
画
」
と
し
て
同
文
を
載
せ
る
。

画
家
以
古
人
至
天
地
為
師

「
画
家
は
古
人
を
も

っ
て
師
と
な
せ
ば
、
す
で
に

上
乗
な
る
も
、
こ
れ
を
進
め
ん
と
せ
ば
、
ま
さ
に
天
地
を
も

っ
て
師
と
な
す

べ

し
」
、
画
家
は
古
人
を
師
と
し
て
学
ぶ
な
ら
ば
、
そ
れ
で
も
う
充
分
最
高
と
い
え

る
の
だ
が
、
も

っ
と
先
き
を
と
い
う
の
な
ら
、
天
地
を
師
と
す
べ
き
で
あ
る
、
古

人
の
典
型
が

一
切
に
優
先
し
、
造
化
は
典
型
の
次
で
あ
る
、
学
画
の
方
式
に
関
す
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る
発
想
の
、
完
全
な
逆
転
が
こ
こ
に
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
倒
錯
と
断

定
は
画
期
で
あ

っ
て
、
董
其
昌
の
提
言
し
た
絵
画
理
念
の
革
新
的
な
意
義
の

一
つ

に
数
え
ら
れ
る
。
次
も
同
じ
例
で
あ
る
。

画
家
は
初
め
古
人
を
も

っ
て
師
と
な
し
、
後
に
造
物
を
も

っ
て
師
と
な
せ
。
わ

れ
黄
子
久
の
天
池

(
石
壁
)
図
を
見
る
に
、
皆
贋
本

『
践
続
』
巻
十

二

董
其
昌
論
画

山
水
画
、
こ
と
に
水
墨
山
水
画
の
成
立

し
た
盛
唐
八
世
紀
で
は
、
画
家
の
制
作

の
対
象
に
は
自
然
と
自
己
と
の
二
つ
が
あ

っ
た
。

畢
宏
…

因

っ
て
張
躁
の
受
く
る
所
を
問
う
、
躁
い
わ
く
、
外
は
造
化
を
師
と

し
、
中
は
心
源
を
得
た
り
と
。
宏
こ
こ
に
お
い
て
筆
を
摺
け
り

『
歴
代
名
画
記
』
巻
九

山
水
画
の
理
想
主
義
は
、
自
己
の
胸
奥
と
向
い
あ
う
自
然
景
観
の
再
現
に
よ

っ
て

追
求
さ
れ
た
。
自
然
と
画
家
の
精
神
の
二

つ
に
、
古
人
の
典
型
と
い
う
条
件
が
加

わ
る
の
は
、
元
代
十
四
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
以
後
伝
統
と
創
造
と
い
う
命
題
は
、

彷
古
-

古
人
に
な
ら
う
ー

の
二
字
に
凝
縮
さ
れ
て
、
画
家
を
支
配
し
、
拘
束

す
る
こ
と
に
な
る
。
十
七
世
紀
、
董
其
昌

の
頃
に
至

っ
て
、
関
係
は
逆
転
し
、
自

然
や
画
家
の
感
動
よ
り
も
先
人
の
画
風
の
継
承
が
最
優
先
と
な
る
。
古
画
が
技
法

と
し
て
分
解
さ
れ
、
体
系
化
さ
れ
た
こ
と

の
表
わ
れ
で
あ
る
。
あ
る
が
ま
ま
の
風

景
を
描
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
風
景
を

写
し
て
現
実
の
風
景
で
は
な
い
と
い
う

思
想
が
、
公
然
と
闊
歩
し
始
め
る
。
そ
の
風
潮
の
貴
重
な
先
声
が
、
本
則
な
の
で

あ
る
。

け
れ
ど
も
董
其
昌
が

一
足
飛
び
に
、
こ
の
境
地
を
開
眼
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

万
暦
二
十
七
年
、
四
十
五
歳
、
北
京
滞
在
の
折
に
、
衰
伯
修
、
宏
道
兄
弟
の
来
訪

(1
)

を
受
け
て
問
答
を
か
わ
し
た
後
、
衰
宏
道
が
董
其
昌
の
語
に
続
け
て
記
し
て
い
る

の
は
、
当
時
の
董
其
昌
の
意
見
を
彼
な
り
に
祖
述
し
て
、
伝
え
て
い
る
も
の
で
は

(2
)

な
い
か
。

故
に
善
く
画
く
者
は
、
物
を
師
と
し
て
人
を
師
と
せ
ず
、
善
く
学
ぶ
者
は
、
心

を
師
と
し
て
道
を
師
と
せ
ず
、
善
く
詩
を
つ
く
る
者
は
森
羅
万
像
を
師
と
し
て
、

先
輩
を
師
と
せ
ず

(衰
宏
道

『
瓶
花
斎
集
』
巻
十
八

叙
竹
林
集
)

事
実
、
五
十
五
歳
頃
の
董
其
昌
は
、
自
然
と
創
作
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ご
く

常
識
的
な
思
想
の
持
主
だ

っ
た
。

画
家
は
天
地
を
も

っ
て
師
と
な
す
、
そ
の
次
は
山
川
を
も

っ
て
師
と
な
す
、
そ

の
次
は
古
人
を
も

っ
て
師
と
な
す
。
故
に
万
巻
の
書
を
読
ま
ず
、
千
里
の
路
を

行
か
ざ
れ
ば
、
画
を

つ
く
る
べ
か
ら
ず
の
語
あ
り

『圧
珊
』
巻
十
八

董
其
昌
自
題
画
幅

(
万
暦
37
)

次
の
例
は
右
の
例
か
ら
進
ん
で
、
よ
う
や
く
古
人
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

っ
た

も
の
。
古
人
と
自
然
と
、
記
述
の
順
序
は
逆
に
見
え
て
も
、
実
際
に
は
自
然
の
実

景
を
古
画
の
研
究
よ
り
重
ん
じ
て
い
る
点
で
、
従
来

一
般
の
画
家
と
ほ
と
ん
ど
変

る
と
こ
ろ
が
な
い
。

画
家
は
当
に
古
人
を
も

っ
て
師
と
な
す
べ
し
、
尤
も
当
に
天
地
を
も

っ
て
師
と

な
す
べ
し
。
今
斗
室
に
困
坐
し
て
驚
心
洞
目
の
観
な
く
ん
ば
、
い
ず
く
ん
そ
よ

く
古
人
と
抗
衡
せ
ん
や

(『
夢
園
』
巻
十
三

董
其
昌
山
水
立
軸
)
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北
宋
以
後
の
画
家
の
主
体
性
、
精
神
性
は
消
去
さ
れ
て
い
て
、
問
題
に
さ
れ
て

い
な
い
。
古
人
か
、
自
然
か
、
ど
ち
ら
を
優
先
さ
せ
る
か
の
二
者
択

一
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

画
家
は
古
人
を
も

っ
て
師
と
な
す
も
、
い
ま
だ
こ
れ
了
手
な
ら
ず
、
当
に
天
地

を
も

っ
て
師
と
な
す

べ
し
、
海
外
九
州
皆
こ
れ
粉
本

(『石
三

延
春
閣
」
乾
隆
皇
帝
御
臨
董
其
昌
書
画
践
冊
)

「古
人
を
学
ん
だ
だ
け
で
終

っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
然
に
こ
そ
学
ば
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
の
は
、
最
終
の
目
標
を
自
然
景
に
定
め
て
い
る
点
で
、
前
に
引
い
た

『夢
園
書
画
録
』
の
自
践
と
同
じ
内
容
で
あ
り
、
本
則
と
は
正
反
対
の
見
解
で
あ

る
。こ

う
し
て
み
る
と
、
本
則
の
思
想
は
当
時
の
画
壇
に
と

っ
て
の
み
な
ら
ず
、
董

其
昌
自
身
に
と

っ
て
も
、
画
期
で
あ

っ
た

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
の
逆
転
が
い

つ
起

こ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
禅
の
頓
悟
に
も
似
た
、
劇
的
な
閃
き
の
こ
と

に
相
違
な
い
。
本
則
以
前
の
内
容
を
示
す
文
章
の
数
の
多
さ
か
ら
み
て
も
、
思
想

の
転
換
に
は
長
い
年
月
を
必
要
と
し
た
と
思
わ
れ
、
逆
転
の
生
じ
た
の
は
晩
年
の

こ
と
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
逆
転
後
の
古
人
の
習
倣
に
つ
い
て
、
彼
は
こ
う
書

い
て
い
る
。

学
書
と
学
画
と
は
同
じ
か
ら
ず
、
学
書
は
古
帖
あ

っ
て
臨
倣
し
易
し
。
即
ち
宋

唐
の
石
核
を
必
せ
ず
、
随
世
伝
う
る
所

、
形
模
差
し
く
似
れ
ば
な
り
。
趙
集
賢

い
う
、
昔
人
古
帖
数
行
を
得
て
、
専
心
こ
れ
を
学
ば
ば
、
遂
に
も

っ
て
世
に
名

あ
り
。
…

画
は
す
な
わ
ち
然
ら
ず
、
す
べ
か
ら
く
古
法
に
醗
醸
す
べ
し
、
落

筆
の
頃
、
各
お
の
師
承
あ
り
、
略
杜
撰
に
渉
れ
ば
、
即
ち
下
劣
を
成
し
、
具
品

に
入
ら
ず

『石

一

画
禅
室
」
唐
宋
元
明
画
大
観
冊

後
幅
践

徹
底
徹
尾
古
人
に
終
始
し
、
造
化
を
師
と
す
る
こ
と
に
は

一
言
も
な
い
。
絵
画
は

す
で
に
典
型
主
義
の
時
代
に
入

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

毎
朝
起
至
画
中
山

「朝
起
し
て
雲
気
の
変
幻
を
看
る
ご
と
に
、
は
な
は
だ
画

中
の
山
に
似
る
」
、
刻
々
と
移
り
変
わ
る
風
景
の
方
が
、
画
に
似
て
い
る
と
い
う
。

人
工
の
中
に
自
然
を
見
出
す
と
す
る
倒
錯
し
た
鑑
賞
は
、
こ
の
句
の
上
の
古
人
と

自
然
と
の
倒
置
と
同
じ
構
造
で
あ
る
。
制
作
方
式
の
逆
転
は
、
そ
の
自
然
観
と
密

接
な
相
関
の
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
自
然
観
も
決
し
て
旧
来
抱
い
て

い
た
も
の
で
は
な
く
て
、
突
兀
と
し
て
起
こ
っ
た
変
化
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で

の
董
其
昌
は
、
風
景
を
画
の
よ
う
だ
と
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
万
暦
十
六
年
、

三
十
四
歳
で
入
手
し
た
米
友
仁

「
瀟
湘
白
雲
図
巻
」
に

つ
い
て
、

長
天
の
雲
物
、
怪
怪
奇
奇
、

一
幅
の
米
家
の
墨
戯
な
り
。
こ
れ
よ
り
暮
れ
ん
と

す
る
こ
と
に
、
す
な
わ
ち
簾
を
捲
い
て
画
巻
を
看
る
、
携
う
る
所
の
米
巻
は
剰

物
た
る
を
覚
え
し
な
り

『
容
台
』
巻
四

お
そ
ら
く

『
画
禅
室
随
筆
』
巻
四
の

踵
径
の
怪
奇
を
も

っ
て
論
ず
れ
ば
、
画
は
山
水
に
し
か
ず

は
、
米
友
仁
画
を
見
た
体
験
に
本
つ
く
も
の
に
違
い
な
い
。
次
の
例
も
風
景
に
画

の
題
材
を
求
あ
よ
う
と
す
る
、
通
常
の
見
方
で
あ
る
。

宿
雨
初
め
て
霧
れ
、
暁
煙
い
ま
だ
洋
れ
ず
、
正
に
こ
れ
わ
が
家
の
粉
本
な
り

『真
蹟
」
米
友
仁

「
瀟
湘
白
雲
図
巻
」
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と
こ
ろ
が
次
の
例
で
は
こ
の
見
方
を
自
ら
、
そ
れ
も
鋭
い
語
気
で
否
定
す
る
。

湖
上
の
両
峰
、
す
で
に
興
尽
く
る
に
似
た
り
、
惟
だ
こ
の
結
夢
、
情
療
あ
り
と

な
す
、
世
に
山
水
を
も

っ
て
真
画
と
な
す
者
あ
り
、
何
ぞ
顯
倒
の
見
な
る
や
。

『
画
禅
室
』

巻
四

「風
景
が
画
と
同
じ
だ
な
ど
と
は
、
あ
べ
こ
べ
の
見
方
で
は
な
い
か
」
と
言
い
き

る
の
で
あ
る
。
同
じ
巻
四
に
は
、

「筆
墨
の
精
妙
を
も

っ
て
論
ず
れ
は
、
す
な
わ
ち
山
水
は
決
し
て
画
に
し
か
ず
」
と

み
え
る
。
精
妙
に
描
か
れ
た
画
は
、
原
風
景
よ
り
絶
対
に
優
位
に
立

つ
と
い
う
の

で
あ
る
。
自
然
は
芸
術
を
模
倣
す
る
、
こ
の
逆
転

の
発
想
は
、
本
則
の
前
半
に
あ

る
制
作
方
式
の
逆
転
と
、
同
時
に
起
こ

っ
た
も
の
に
相
違
な
い
。

註

(
1
)
蓑
宏
道

『
瓶
花
斎
集
』
巻
十

八

の
著
者
」
『
墨
林
聞
話
』

四
六
頁

(
2
)
古
原

「画
禅
室
随
筆
札

記
」
上

第
四
十
則

「
叙
竹
林
集

」
、
神

田
先
生

岩
波

書
店

一
九

七
七

第
五
十
九
則
を
参
照

然
総
不
如
漏
祭
酒
江
山
雪
霧
図
具
有
右
丞
妙
趣
、

出
桃
源
　

「
画

禅
室

随
筆

と

そ

予
曽
借
観
経
歳
、
今
如
漁
父

〈
校
異
〉

諸
本
に
異
同
は
な
い
。

凋
祭
酒
江
山
雪
霧
図

国
子
祭
酒
凋
夢
禎
、
字
は
開
之
所
蔵
の

「
江
山
雪
審
図
」

を
借
観
し
た
の
は
、
万
暦
二
十
三
年
十
月
、
董
其
昌
四
十

一
歳
の
時
で
あ
る
。
借

覧

一
年
、
催
促
を
受
け
て
返
却
し
た
こ
と
は
、
第
百
五
則
に
自
ら
述
べ
る
。

経
歳
開
之
復
索
還
、

一
似
漁
郎
出
桃
花
源
、
再
往
迷
誤
、
帳
個
久
之

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
間
な
し
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
知
れ
な
い
が
、
こ
の
図
巻

は
地
上
か
ら
滅
失
し
た
。
持
主
の
薦
夢
禎
が
携
行
し
て
黄
山

に
遊
ん
だ
際
、
「
廃

せ
ら
れ
た
」
ー

だ
い
な
し
に
な

っ
た
と
い
う

(王
維

「
江
山
雪
意
図
巻
」
践
)
。

今
に
伝
わ
る

「
江
山
雪
霧
図
」
は
、
董
其
昌
の
経
眼
し
た
原
本
で
は
な
い
。
(補
註
)

漁
父
出
桃
源

今
は
手
元
に
な
い
以
上
、
二
度
と
再
び
戻
れ
ぬ
理
想
郷
を
思

っ

て
、
　
然
と
し
て
い
る
、

つ
ま
り
雲
煙
過
眼
の
嘆
き
を
い
う
。
董
其
昌
の
好
ん
だ

口
癖
の

一
つ
で
、
次
の
例
が
あ
る
。

『石
二

淳
化
軒
』
董
其
昌
臨

「黄
公
望
浮
嵐
暖
翠
図
」
自
題

余
従
項
元

度
借
観
、
閲
半
歳
、
獺
病
相
傍
、
僅
再
展
而
己
、
今
日
将
還
元
度
、
似
漁
父
出

桃
源
。

(万
暦
32
)

『墨
縁
』
巻
三

侃
蹟

「雨
後
空
林
図
」

予
五
十
年
借
観
宋
氏
、
不
能
須

輿
謝
主
人
為
別
此
、
情
事
歴
歴
在
眼
、
幾
作
桃
源
漁
父
、
可
便
忘
否

(『
石
二

獅
子
林
』
に
同
文
を
収
め
る
)

漁
父
の
桃
源
に
再
入
す
る
と
し
て
、
逆
手
に
と

っ
た
表
現
も
あ
る
。

『容
別
』
巻

一

題
唐
宋
元
画
冊

諸
冊
入
璽
卿
遜
之
年
丈
手
、
不
似
漁
父

花
源
之
迷
、
与
慶
喜
見
阿
閾
仏

一
見
、
更
不
再
見
也

一18一



『
式
古
』
巻
九

王
維

「
江
山
雪
霧
図
」
践

甲
辰
八
月
廿
日
、
過
武
林
観
於
西
湖
昭
慶
禅
寺
、
奔
漁
父
再
入
桃
源
、
阿
閃

一

見
更
見
也

『容
別
』
巻
六

王
維

「
江
干
雪
意
図
巻
」
践

頃
於
海
虞
巖
文
靖
家
、
又

見
江
干
雪
意
巻
、
与
凋
巻
絶
類
…

何
異
漁
父
入
桃
源

そ
し
て
桃
源
云
云
は
、
董
其
昌
の
あ
こ
が
れ
、
逃
避
を
願

っ
た
、
精
神
的
原
風
景

で
も
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
四
十

一
則

金
海
欲
買
山
害
上
、
作
桃
源
人
、
以
磨
画
識

「荊
難
招
隠
図
巻
」
自
題

惟
容
避
世
者
、
終
老
桃
花
源

第
四
十
六
則

郭
忠
恕
越
王
宮
殿
、
向
為
厳
分
宜
物
、

流
伝
至
余
処
、
其
長
三
尺
余

後
籍
没
、
朱
節
篭
国
公
以
折
俸
得
之
、

〈
校
異
〉

『
妃
古
』
巻
四
、
余
処
、
玄
宰
処
に
、
三
尺
、
三
丈

に
作
る
。
『
国

朝
』
上

張
廷
彦

彷
宋
人
越
王
宮
殿

一
巻
の
項
に

「
見
董
其
昌
容
台
集
、
其
昌

云
」
と
し
て
以
下
こ
の
条
の
全
文
を
引
き
、
「其
長
三
丈
余
」
に
作
り
、
横
巻
の

意
を
示
す
。

折
俸

国
家
財
政
逼
迫
の
た
め
、
官
吏

の
給
料
を
半
減
、
ま
た
は
物
品
に
換
え

て
支
給
す
る
こ
と
。
宋
代
に
始
ま
り
、
明
代
で
は
正
統
七
年
に
絹
布
で
支
払

っ
た

例
が
あ
る

(『
明
史
』
食
貨
志
)
。
本
則

の
事
件
は
、
嘉
靖

四
十
四
年

三
月

に
官

府
が
没
収
し
た
、
厳
嵩
、
厳
世
蕃
父
子
の
家
財
の
う
ち
、
書
画
の
名
品
を
月
俸
に

代
え
て
支
給
し
た
こ
と
。
嘉
靖
四
十
四
年
十

一
月
癸
卯
、
戸
部
尚
書
高
耀
が

「
国

家
の
歳
入
財
賦
に
は
限
り
あ

っ
て
、
京
辺
の
支
費
は
無
窮
」
と
し
て
、
具
体
的
な

数
字
を
あ
げ
、
折
俸
を
上
奏
し
て
い
る
。

(
『大
明
世
宗
粛
皇
帝
実
録
』
巻

一
)

嘉
靖
帝
の
崩
御
の
直
後
、
次

の
上
奏
が
あ
る
。
事
態
の
切
迫
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

嘉
靖
四
十
五
年
十
二
月
乙
卯

(『
大
明
穆
宗
荘
皇
帝
実
録
』
巻

一
)

戸
部
奏
、
「
明
年
天
下
戸
口
食
塩
、
応
徴
銭
紗
、
市
民
男
婦
減
半
納
妙
郷
民
分

派
欠
糧
倉
分
納
米
。
願
納
砂
者
聴
。
司
府
州
県
該
起
運
京
庫
者
、
如
嘉
靖
十
六

年
例
、
毎
紗

一
千
貫
、
銭
二
千
文
、
折
銀
四
両
、
徴
解
。
其
起
運
宣
府
等
処
者
、

照
例
折
徴
。
存
留
者
本
処
貯
庫
、
准
折
官
軍
俸
糧
。
伍
行
大
名
府
、
遵
嘉
靖
二

十
四
年
例
、
将
応
解
保
定
府
庫
銭
紗
、
内
擁
銭
二
十
八
万
五
千
七
百
六
十
文
、

紗

一
十
四
万
二
千
八
百
四
十
貫
解
部
、
転
発
蘇
州
貯
庫
、
以
備
営
州
五
屯
衛
、

井
寛
河

一
所
官
員
折
俸
。
夫
用
以
後
年
分
如
例
行
。
」
従
之

前
後
し
て
厳
嵩
父
子
の
私
産
整
理
が
報
告
さ
れ
て
い
て
、
書
画
の
現
物
給
与
は

起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
。
政
府
の
秘
庫
か
ら
古
書
画
が
民
間
に
流
出
す
る
機

会
と
な

っ
た
。
沈
徳
潜
に
よ
れ
ば
隆
慶
初
年
、
藤
井
有
郊
館
蔵
、
南
宋
朱
子
の
大

字
書
巻
、
呉
廷
の
践
に
よ
れ
ば
、
同
六
年
の
こ
と
と
い
う
。
折
俸
は
そ
の
間
続
い

た
と
思
わ
れ
る
。

『万
暦
野
獲
編
』
巻
八

「
内
閣
籍
没
古
玩
」

厳
氏
被
籍
時
、
其
他
玩
好

不
経
見
、
惟
書
画
之
属
、
入
内
府
表
、
穆
廟
初
年
、
出
以
充
武
官
歳
腺
、
毎
巻
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軸
作
価
不
盈
数
繕
、
即
唐
宋
名
蹟
亦
然
、
於
是
成
国
朱
氏
兄
弟
、
以
善
価
得
之
、

而
長
君
希
忠
尤
多
、
…
後
朱
病
亟
、
漸

以
餉
江
陵
相
、
因
得
進
封
定
嚢
王
、
未

幾
張
敗
、
又
遭
籍
没
入
宮

『清
河
書
画
肪
』
己

朱
希
孝
太
保

、
承
累
代
之
資
、
広
求
上
古
名
筆
、
属

有
天
幸
、
会
折
俸
事
起
、
頗
獲
内
府
珍

儲
、
由
是
書
画
甲
天
下
、
而
韓
存
良
太

史
素
号
博
雅
、
干
朱
公
称
石
交
、
朱
尋
杢
、
書
画
悉
帰
之

朱
烹

「昼
寒
詩
巻
」
(藤
井
有
鄭
館
)
呉
廷
践

隆
慶
六
年
、
以
文
房
古
物
、

用
代
公
侯
月
俸
、
而
此
物
始
出
天
府
、
予
癸
未
歳
暮
購
得
之

(
天
啓
元
年
)

折
俸
流
出

の
例
に
、
次
が
あ
る
。

『秘

一

乾
清
宮
』
顔
真
卿
書

「麻
利
支
天
経
」

一
巻

董
其
昌
題

朱
希

孝
太
尉
好
書
画
、
今
皇
帝
以
書
画
代
公
侯
月
俸
、
太
尉
尽
取
之
、
太
尉
没
、
内

府
物
散
落
人
間
、
宗
伯
毎
為
傾
案

『石
二

御
書
房
』
趙
孟
頬
書
僧
明
本
懐
浄
土
語

一
巻

董
其
昌
践

余
見
館

師
韓
宗
伯
家
蔵
、
子
昂
書
中
峯
浄
土
詩

一
百
八
首
、
後
有
鈴
山
堂
印
、
蓋
分
宜

籍
没
、
入
内
府
、
而
朱
太
保
、
以
勲
俸
得
之
者

『石

一

乾
清
宮
』

董
其
昌
書
臨
米

苦
天
馬
賦

一
巻

自
識
、
此
分
宜
家
米

跡
也
、
朱
太
保
以
勲
奉
得
之
尚
方

『画
禅
室
』
巻

一

懐
素
自
叙
帖
真
蹟

、
項
氏
以
六
百
金
、
購
之
朱
鎗
家
、
朱

得
之
内
府
、
蓋
厳
分
宜
物
、
没
入
大
内

、
後
給
侯
伯
為
月
俸
、
朱
太
尉
希
孝
旋

牧
之『同

』
巻
五

米
元
章
壁
稟
大
字
、
…
亦
分
宜
物
、
既
入
内
府
而
以
代
侯
伯
月

俸
者
、
太
保
尽
従
諸
貴
購
之

『江
村
』
巻
三

夏
珪

「
長
江
万
里
図
巻
」

王
稼
登
践

後
帰
天
府
、
償
武
臣
折
俸
、
朱
太
傳
得
之
、
宝
若
探
貝

第
七
十
六
則

乃
分
宜
厳
相
公
物
、

董
北
苑
瀟
湘
図
、
江
貫
道
江
居
図
、
趙
大
年
夏
山
図
、
黄
大
療
富
春
山
図
、
董

北
苑
征
商
図
、
雲
山
図
、
秋
山
行
旅
図
、
郭
忠
恕
網
川
招
隠
図
、
萢
寛
雪
山
図
、

輌
川
山
居
図
、
趙
子
昂
洞
庭
二
図
、
高
山
流
水
図
、
李
営
丘
着
色
山
図
、
米
元
章

雲
山
図
、
巨
然
山
水
図
、
李
将
軍
蜀
江
図
、
大
李
将
軍
秋
江
待
渡
図
、
宋
元
人
冊

葉
十
八
幅

右
倶
吾
齋
神
交
師
友
、
毎
有
所
如
、
携
以
自
随
、
則
米
家
書
画
船
、
不
足
羨
　

〈
校
異
〉

『
十
百
』
萢
寛
雪
山
、
萢
寛
雲
山
に
作
る
。
李
営
丘
、
『
十
百
』

『呉
越
』
李
成
に
作
る
。
『呉
越
』
、
雲
山
図
、
秋
山
行
旅
図
の
上
、
各
董
北
苑

三
字
あ
り
。
輌
川
山
居
図
五
字
な
し
。
高
山
流
水
の
上
、
又

一
字
あ
り
。
秋
江
待

渡
図
の
下
、
王
叔
明
秋
山
図
六
字
あ
り
。
羨
　
の
下
、
吾
於
書
似
可
直
接
趙
文
敏
、

第
少
生
耳
、
而
子
昂
之
熟
、
又
不
如
吾
有
秀
潤
之
気
、
惟
不
能
多
書
、
以
此
譲
呉

興

一
簿
、
画
則
具
体
而
微
、
要
亦
三
百
年
来

一
巨
眼
人
也

玄
宰
癸
丑

(
注

万
暦
41
)
三
月
書
於
舟
次
の
文
字
あ
り
。
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米
家
書
画
船

米
蓄
が
愛
玩
の
牧
集
品
を
船
に
載
せ
て
携
行
し
た
故
事
に
本
つ

く
。
元
の
牧
蔵
家
顧
瑛
の

『玉
山
逸
稿
』

そ
の
他
に
例
が
あ
る
。

「舟
中
作
」

自
愛
玉
山
書
画
船
、
西

風
百
丈
大
江
牽

「書
画
肪
置
酒
、
以
春
水
船
如
天
、
坐
老
年
花
似
霧
中
、
看
平
声
字
、
分
韻
得

如
字
」
河
東
李
君
廷
壁
甫
亦
撃
舟
来
訪

、
遂
置
酒
書
画
肪

「書
画
肪
席
上
聯
句
」

(至
正
八
年
)
三
月
三
日
、
楊
鉄
崖
、
顧
仲
瑛
飲
干
書
画
肪

『
句
曲
外
史
貞
居
先
生
詩
集
』
「鉄
笛
道
人
新
居
、
日
書
画
船
亭
、
作
詩
以
寄
」

『
宝
絵
録
』
巻
十

一
、
『米
帝
八
幅
」
沈
周
践

今
幸
得
過
某
公
書
画
肪

、

観
此
八
幅

董
其
昌
自
身
に
も
二
例
み
え
る
。

『石
二

重
華
宮
』
米
蕃

「蜀
素
帖
」
践

甲
辰

(万
暦
32
)
五
月
、
新
都
呉

太
学
携
真
蹟
至
西
湖
、
…
呉
太
学
書
画
船
、
為
之
減
色

『
容
台
』
巻
八
所
牧

「墨
林
項
公
墓
誌
銘
」
(東
京
国
立
博
物
館

)

錐
米
苫
之
書
画
船
、
李
公
麟
之
洗
玉
池

、
不
曹
也

(崇
禎
8
)

し
か
し
、
自
身
の
牧
集
を
書
画
船
に
擬
し

た
の
は
第
七
十
六
則
の
み
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
第
七
十
六
則
の
ほ
か
、
董
其
昌
牧
集

の
リ
ス
ト
と
し
て
、
e
陸
時
化

『
呉
越

所
見
書
画
録
』
巻
五

「
論
画
巻
」、
口

郁
逢
慶

『
書
画
題
践
記
』
巻
十

「
玄

宰
自
題
画
と

の
二

つ
が
あ
る
。

e
は
第
七
十
六
則
と
同
じ
く
十
九
点
、
「
輌
川
図
」
が
な
く
、
か
わ

っ
て
王
蒙

「秋
山
図
」
が
あ
り
、
万
暦
四
十

一
年
三
月
、
五
十
九
歳
の
年
記
が
あ
る
。
双
方

と
も
万
暦
三
十
年
六
月
に
入
手
し
た
趙
孟
頻

「
鵠
華
秋
色
図
」
(『
容
別
』
巻
六

台
北
)
が
な
い
。
こ
れ
は
万
暦
四
十
年
二
月
、
呉
撤
如
に
譲
渡
し
た

(『大
観
』

巻
十
)
こ
と
と
、
「
論
画
巻
」

の
年
記
と

一
致
す
る
。
ま
た
趙
孟
頬

「
洞
庭

二

図
」
、
「
高
山
流
水
図
」
は
譲
渡
し
た
泰
昌
元
年
八
月

一
日
ま
で
は
手
元
に
あ

っ
た

の
で

(『
華
亭
』
設
色
八
傾
巨
冊
)
、
二

つ
の
リ

ス
ト
は
万
暦
四
十

一
年
三
月
か

ら
、
泰
昌
元
年
八
月
ま
で
、
董
其
昌
五
十
九
歳
か
ら
六
十

一
歳
ま
で
の
間
の
も
の

と
限
定
で
き
よ
う
。

ま
た

「小
中
現
大
冊
」
第
八
幅
、
黄
公
望

「
山
水
図
」
(
図
28
)
は
、
顧
正
誼

旧
蔵
の

「随
墾
密
林
図
」
で
、
「顧
氏
旧
蔵

の
黄
公
望
画
は
尽
く
譲
渡
さ
れ
、
独

り
こ
の
図
の
み
残

っ
て
い
た
の
を
泰
昌
元
年
五
月
に
買
い
と

っ
た
」
(『
容
別
』
巻

六
)
も

の
と
い
う
。
こ
の
図
は
前
記
の
リ
ス
ト
に
は
な
い
か
ら
、
リ
ス
ト
が
泰
昌

元
年
五
月
以
前
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
。

口
は
十
点
、
万
暦
四
十
六
年
七
月
二
十
五
日
、
六
十
四
歳
時
の
年
記
が
あ
る
。

全
文
を
掲
げ
る
。

舟
中
携
趙
伯
駒
春
陰
図
、
趙
文
敏
漢
山
清
隠
図
、
王
叔
明
青
弁
図
、
侃
雲
林

春
霜
図
、
南
渚
図
、
黄
子
久
二
幅
、
馬
扶
風
鳳
山
図
、
土
ハ十
幅
、
皆
奇
絶
、
因

作
小
景
記
之

右
の

一
文
は

『
圧
氏
珊
瑚
網
』
巻
十
八

董
其
昌
自
題
画
幅
の

一
つ
と
し
て
再
録

さ
れ
て
い
る
。
第
七
十
六
則
、
e
と
重
複
す
る
作
品
は
タ
イ
ト
ル
不
明
の
た
め
確

認
で
き
ぬ
黄
公
望
画
二
点
を
別
と
し
て
、

一
点
も
な
い
。
口
に
あ

っ
て
前
者
に
な
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い
作
品
の

一
つ
に
、
王
蒙

「
青
弁
山
図
」
(
上
海
博
)
が
あ
る
。
入
手
の
時
期
は

不
明
だ
が
、
万
暦
四
十
二
年
九
月
、
恵
崇

の

「江
南
春
」
と
交
換
す
る
ま
で
は
手

元
に
あ

っ
た
。
こ
れ
は
趙
令
穣

「
湖
荘
清
夏
図
巻
」
(
ボ

ス
ト

ン
美
術
館
)
の
諸

践
、

『容
台
』
巻
六
の
他
に
も
記
事
が
あ

っ
て
、
動
か
し
が
た
い
。
口
の
万
暦
四

十
六
年
に
舟
中
に
携
行
し
た
と
い
う
の
は
虚
偽
で
あ
る
。
董
其
昌
の
蔵
品
の
出
入

は
、
歓
喜
と
哀
惜
の
情
を
こ
め
て
繰
返
し
語
ら
れ
る
の
が
常
で
あ

っ
て
、
出
入
の

時
期
の
矛
盾
す
る
の
は
、
董
其
昌

「
山
居
図
」
に
い
う
、
万
暦
十
六
年
秋
に
董
源

「瀟
湘
図
」
を
得
た

(
『鑑
影
』
巻
八
)
と
す
る
他
に
は
、

一
つ
も
例
が
な
い
。

「青
弁
図
」
の
ほ
か
は
、
口
の
リ
ス
ト
中

で
彼
が
言
及
し
た
作
品
が
、
彼
の
文
章

に
は
な
い
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、
口
は
全
体
が
偽
作
で
は
な
い
か
。

こ
の
他
に
画
冊
の
記
録
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
張
丑
が
董
其
昌
か
ら
直
接
見
せ

ら
れ
た
ノ
ー
ト
、

一
つ
は
乾
隆

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
旧
蔵
、
内
容
か
ら
い

っ
て
充
分
に

信
頼
で
き
る
。

『石

一

画
禅
室
』

唐
宋
元
明
画
大
観

一
冊

凡
十
二
幅
、
(
以
下
画
名
の

み
を
あ
げ
る
)

王
維
雪
渓
図
、
李
成
青
緑
山
水
図
、
趙
孟
頬
洞
庭
二
図
、
王

蒙
松
路
仙
巖
、
陸
天
游
丹
台
春
賞
、
巨
然
江
山
晩
興
、
萢
寛
江
山
瀟
寺
、
黄
公

望
芝
蘭
室
銘
、
侃
讃
山
水
図
、
衛
九
鼎
山
水
図
、
方
方
壺
彷
米
山
水
図

(此

冊
実
予
四
十
余
年
、
先
後
結
集
、
既
為

好
事
者
易
去
)

『清
河
』
已
集

玄
宰
公
彙
選
宋
元
宝
絵

一
冊
、
凡
二
十
傾
、
…
首
為
李
成

晴
攣
薫
寺

(
小
幅
)
、
其
後
則
関
全
踏

雪

(
小
冊
)
、
郭
忠
恕
墓
王
維
蜀
山
、

巨
然
江
山
晩
興
、
萢
寛
渓
山
薫
寺

(倶

短
巻
)
、
米
苛
双
峰

(小
幅
)
、
趙
孟

頻
東
西
両
洞
庭

(小
対
幅
)
、
高
克
恭
渓
山
返
照
、

黄
子
久
銚
江
曉
色

(倶
団

扇
)
、
又
芝
蘭
室
図
銘
、
層
攣
畳
璋
、
呉
鎮
竹
居

(倶
短
巻
)
、
院
磧
喬
林
澗

石

(小
幅
)
、
種
種
皆
在
焉
、
其
七
偵
則
予
忘
之
　
、
如
王
維
山
居
、
張
躁
松

石

(
倶
小
幅
)
、
荊
浩
峻
峰

、
董
源
秋
山

(
倶
短
巻
)
、
李
公
麟
西
園
雅
集

(団
扇
、
有
米
苛
小
楷
記

一
篇
)
、
馬
和
之
萢
蓋
五
湖

(
小
冊
)
、
王
蒙
華
渓

漁
隠

(
小
幅
)
、
並
公
極

口
印
可
者

董
其
昌
牧
蔵

の
古
画
は
、
も
と
よ
り
以
上
で
全
部
を
尽
く
し
て
い
る
も
の
で
は

な
い
。
董
其
昌
の
絵
画
理
論
は
、
彼
が
実
地
に
展
閲
し
、
調
査
し
た
古
画
に
よ

っ

て
、
絶
え
ず
修
正
し
増
幅
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
て
い

っ
た
。
彼
の
蔵
品
と
経
眼

し
た
作
品
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
、
彼
の
画
論
形
成
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
意
味

で
も
重
要
な
作
業
で
あ
る
。
以
下
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
経
眼
し
た
作
品
の
復
元

を
掲
げ
る
が
、
董
其
昌
は
時
と
し
て
画
家
名
、
作
品
名
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。

「唐
宋
元
明
画
大
観
冊
」
中
の
李
成

「晴
攣
薫
寺
図
」
を

「青
緑
山
水
図
」
、
「層

攣
薫
寺
」、
「
煙
攣
薫
寺
」
と
呼
び
、
万
暦
二
十
五
年
李
成
画
と
し
て
入
手
し
た
も

の
を
、
同
三
十
八
年
北
宋
人
に
変
更
、
同
四
十
六
年
五
月
に
は
、
表
具
を
改
装
し

た
際
に
落
款
が
見

つ
か

っ
た
と
し
て
、
李
成
に
戻
し
た
の
は
そ
の

一
例
で
あ
る
。

(

)
は
そ
の
別
名
を
示
す
。
従

っ
て
次
の
リ
ス
ト
に
は
不
用
意
な
重
複
が
あ
る

か
も
し
れ
ぬ
。
ま
た
*
印
は
入
手
の
年
時
の
明
ら
か
な
も
の
、
無
印
は
入
手
の
時

期
は
不
明
だ
が
、
そ
の
時
点
で
董
其
昌
が
蔵
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

王
維

　

雪
渓

万
暦
25
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董
源渓

山
行
旅

瀟
湘

竜
宿
郊
民

秋
山
行
旅

征
商

(商
人
)

雲
山

関
山
行
旅

夏
山

夏
口
待
渡

秋
江
行
旅

群
峰
雪
霧

萢
寛山

水

関
同関

山
雪
霧

郭
忠
恕

輌
川

越
王
宮
殿

漢
山
行
旅

輌
川
招
隠

　万
暦

21

　万
暦

25

・
6
月

　万
暦
25

万
暦
45

泰
昌
1

泰
昌
1

　天

啓

1

・
9

　崇
禎
5

　崇
禎
5

　崇
禎
6

　崇
禎
6

崇

禎

9

・
9

　天
啓
3

万
暦
24

　万
暦
24

万
暦
33

　万

暦

41

(
北

京

)

(
台

北

)

(
上

海

)

(
遼

寧

)

(
ボ

ス

ト

ン

)

李
成晴

轡
薫
寺

李
公
麟

蜀
川

郭
煕渓

山
秋
霧

江
参千

里
江
山

(
江
山
不
尽
)

恵
崇江

南
春

趙
令
穣

江
郷
清
夏

(
湖
荘
清
夏
)

李
唐江

山
小
景

趙
伯
駒

春
山
読
書

後
赤
壁
賦

趙
伯
騙

山
水
小
巻

米
友
仁

瀟
湘
白
雲

万*

暦

25

6

万*

暦

30

 

万

暦

27

・
4

万

暦

24

・
冬

万*

暦
43

4

 

万

暦

24

・
7

　天
啓
3

万
暦
29

崇
禎
5

　天
啓
5

万

暦

16

(
フ

リ

ー

ア

)

(
フ

リ

ー

ア

)

(
ボ

ス

ト

ン

)

崇
禎
6
易
去

(台
北
)

(
台

北

)
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楚
山
清
曉

瀟
湘
奇
観

趙
孟
頽

渓
山
仙
館

鵠
華
秋
色

山
水
人
物

水
村

万
墾
響
松
風

百
灘
度
流
水

高
山
流
水

洞
庭
両
山

長
林
絶
墾

黄
公
望

沙
蹟

江
山
万
里

富
春
山
居

(富
春
大
嶺
)

山
水

浮
嵐
暖
翠

山
水

腱
墾
密
林

秋
山
読
書

万*

暦

44

万
暦
42

　万

暦

28

・
7

　万

暦

30

・
6

　万

暦

35

　 万

暦

47

・
9

泰

昌

1

泰

昌

1

　崇
禎
9

万

暦

23

万

暦

23

　万
暦
24

万
暦
27
易
去

　万

暦

32

万

暦

44

　泰
昌
1

天
啓
1

同

40

・
2

易

去

(
台

北

)

(
小

中

)

泰

昌

1

易

去

(
北

京

)

泰 泰
日 日
　ヨI___I

11

易 易 易

去 去 去

 

(台
北
)

(小
中
)

返
却

(小

中

)

山
水
二
幅

画
冊
二
十
幅

侃
贋喬

林
澗
石

王
蒙青

弁
山

雲
山
小
隠

林
泉
清
趣

谷
口
春
耕

花
渓
漁
隠

浅
緯
山
水

山
水

▽
入
手
の
年
代
不
明
の
蔵
品

顧
榿
之

洛
神
図

王
維江

干
雪
露

李
思
訓

秋
江
待
渡

張
躁松

石

天
啓
4

天
啓
4

万

暦

31

・
10

万

暦

41

・
9

　天

啓

1

・
6

　天

啓

3

・
4

　天

啓

3

・
4

　天
啓
3

　天
啓
5

天
啓
6

万
暦
42

・
9
易
去

(上
海
)

崇
禎
8
易
去

(
台

北

)

天
啓
7
易
去

(
小
中
)

天
啓
7
易
去

(同
)

一24一



董
源風

雨
帰
舟

・
蜀
江

荊
浩峻

峰

萢
寛雪

山

・
輌
川
山
居

・
江
山
薫
寺

関
同秋

林
暮
霧

・
踏
雪

郭
忠
恕

墓
王
維
蜀
山
図

江
参山

居

黄
笙勘

書

・
金
盤
鶉
鵠

李
公
麟

白
蓮
社

・
理
吊

米
帝瀟

湘
白
雲

・
瀟
湘
同
境

・
遠
山
長
雲

米
友
仁

大
銚
村

大
小
米
合
巻

(米
苛

瀟
湘

・
米
友
仁

海
嶽
庵
)

馬
和
之

萢
蓋
五
湖

黄
公
望

芝
蘭
室
銘

・
銚
江
曉
色

・
層
轡
畳
璋

・
万
堅
松
風

・
晴
攣
晩
色

高
克
恭

大
銚
村

・
渓
山
返
照

侃
磧水

竹
居

・
渓
山

・
鶴
林

・
秋
林

王
蒙淵

明
採
菊

・
松
路
仙
巖

・
恵
麓
小
隠

(
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
)

侃
黄
合
作

設
色
山
水
巻

侃
王
合
作

良
常
仙
館

呉
鎮竹

居

・
倣
巨
然
大
軸

陸
広

方
々
壺

衛
九
鼎

出
入
り
が
激
し
い
が
、
遺
漏
も
相
当
数
あ
る
と
思
わ
れ
、
か
な
り
な
大

コ
レ
ク
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シ
ョ
ン
で
あ
る
。
七
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
董
源
画
の
名
品
を
陸
続
と
収
集
し
た
の

は
、
万
暦
三
十
年
代
に
は
無
関
心
で
あ

っ
た

(
五
十
二
則
)
董
源
が
、
董
其
昌
の

顕
彰
に
よ

っ
て
評
価
が
定
着
し
た
結
果
、
董
其
昌
の
も
と

へ
流
入
し
た
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。

経
眼
作
品
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
、
蔵
品
よ
り
も
困
難
で
あ
る
。
馬
遠
や
銭
選
の

画
な
ど
は
見
て
い
ぬ
は
ず
は
な
い
の
だ
が
、
検
索
し
が
た
い
。
遺
脱
や
錯
誤
の
あ

る
こ
と
を
恐
れ

つ
つ
、
そ
の
稿
本
を
左
に
掲
げ
る
。

万
暦
四
年
頃侃

磧

雨
後
空
林

(台
北
)

万
暦
十
六
年

三
月

仇
英

明
皇
幸
蜀

万
暦
十
七
年

四
月

李
公
麟

西
園
雅
集

万
暦
十
八
年李

唐

江
山
小
景

張
僧
蘇

翠
軸
丹
楓

趙
伯
駒

桃
源

万
暦
十
九
年

十
月

李
唐

文
姫
帰
漢

万
暦
二
十

一
年

董
源

渓
山
行
旅

万
暦
二
十
三
年

王
読

八
月

巨
然

十
月

王
維

万
暦
二
十
四
年

董
源

七
月

趙
令
穣

八
月

王
蒙

九
月

江
参

九
月

郭
忠
恕

万
暦
二
十
五
年

九
月

夏
珪

万
暦
二
十
六
年

六
月

李
成

万
暦
二
十
八
年

趙
孟
頻

黄
公
望

煙
江
畳
暉

長
江
万
里

江
山
雪
霧

瀟
湘

江
郷
清
夏

山
水
図

千
里
江
山

墓
輌
川
図

銭
塘
観
潮

雪
景
山
水

渓
山
仙
館

山
水
図

(
再
見
)

黄
公
望

・
侃
磯
山
水
図

(
王
整
家
)

四
月

侃
遭

林
石
小
景

万
暦
二
十
九
年

五
月

董
源

渓
山
行
旅

(
北

京

)

ヘ
ボ

ス
ト

ン
)

(
台

北

)

(
小

中

)
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九
月

呉
鎮

渓
山
深
秀

万
暦
三
十
年

六
月

趙
令
穣

村
居

六
月

米
友
仁

瀟
湘
奇
境

九
月

侃
磧

六
君
子

(上
海
)

十
二
月

宋
高
宗
馬
和
之

陳
風

万
暦
三
十

一
年

郭
忠
恕

山
水
巻

八
月

李
公
麟

山
荘

十
月

侃
磧

秋
林
山
色

万
暦
三
十
二
年

侃
蹟

雨
後
空
林

(再
見
)

(台
北
)

八
月

米
友
仁

楚
山
秋
霧

万
暦
三
十
五
年

趙
孟
頬

倣
董
源
人
物
山
水

(小
中
)

五
月

宋
元
明
集
絵
冊

(
新
安
呉
翼
明
家
)

(黄
居
菜

・
董
源

・
文
同

・
許
道
寧

・
趙
孟
頬

・
黄
公
望

・
呉
鎮
山
水

・

侃
磧

・
李
術
松
石
)

九
月

趙
孟
頬

謝
幼
輿
丘
墾

(プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
)

万
暦
三
十
八
年

十
月

宋
元
名
家
画
冊

(程
季
白
家

)

李
成

・
趙
令
穣

・
荊
浩

・
郭
忠
恕
二
点

・
趙
孟
頻
二
点

・
朱
鋭

・
曹
知

白

・
王
読

・
趙
伯
駒

・
王
蒙

・
侃
磧

万
暦
四
十
年

九
月

黄
公
望

芝
蘭
室
銘

万
暦
四
十

一
年

秋

恵
崇

江
南
春

九
月

李
昭
道

洛
陽
楼

(再
見
)

(台
北
)

万
暦
四
十
二
年

黄
公
望

山
水

(小
中
)

万
暦
四
十
三
年

(昔
)

楊
昇

没
骨
山
水

万
暦
四
十
六
年

王
維

雪
景

五
月

宋
徽
宗

雪
江
帰
樟

(
雪
江
帰
擢
)

七
月

趙
伯
駒

青
緑
山
水

泰
昌
元
年

(昔
)

王
蒙

松
斎
高
士

天
啓
元
年

六
月

王
蒙

雲
山
小
隠

天
啓
三
年

李
唐

山
水
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八
月

呉
鎮

十
月

梵
隆

十
月

仇
英

天
啓
四
年

秋

董
源

天
啓
五
年

天
啓
六
年

九 五 五 ニ ーH
月 月 月 月 月)

 

天
啓
七
年

董
源

燕
文
貴

郭
忠
恕

李
公
麟

李
成

劉
松
年

李
成

趙
孟
頽

董
源

李
公
麟

元
人

呉
鎮

王
斉
翰

山
水

応
真
現
相

山
水
小
巻

夏
口
待
渡

山
水

(
朱
翰
家
)

渓
山
風
雨

維
嶺
仙

・
王
子
晋
吹
笙

西
園
雅
集

山
水

十
八
学
十

山
水

(
万
邦
孚
家
)

拍
角

山
水

維
摩
演
教

(再
見
)

破
蘭
風
雨

清
渓
垂
釣

江
山
隠
居

(
フ

リ

ー

ア

)

(
遼

寧

)

王
蒙

三
月

李
公
麟

六
月

李
成

六
月

夏
珪

崇
禎
元
年

二
月

馬
和
之

崇
禎
二
年

侃
贋

五
月

瀟
照

崇
禎
三
年

展
之
度

五
月

恵
崇

十
月

趙
伯
駒

崇
禎
四
年

三
月

薫
照

崇
禎
五
年

倣
董
源
秋
山
行
旅

幽
風

雪
林
帰
樟

山
水

爾
風

東
岡
草
堂

瑞
応

遊
春

(
再
見
)

渓
山
春
曉

万
松
金
閾

瑞
応

(再
見
)

燕
文
貴

渓
山
風
雨

一
月

董
源

夏
山

崇
禎
六
年

六
月

董
源

山
居

崇
禎
七
年

(小

中

)

(
北
京

)

(
北

京

)

(
北

京

)

(
上

海

)

(
上

海

)
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九
月

趙
孟
頻

祖
燈

崇
禎
八
年

春

宋
元
董
践
画
冊

(無
名
氏

十
九
幅
)

崇
禎
九
年

三
月

仇
英

明
皇
幸
蜀

九
月

張
僧
縣

五
星
二
十
八
宿

▽
年
代
不
明

晋
人

王
維

呉
道
子

楊
喧

衛
協

巨
然

李
成

萢
寛

燕
文
貴

米
友
仁

趙
令
穣

李
公
麟

郭
煕

(大
阪
市
美
)

女
史
箴

山
居

(楊
太
和
家
)

観
音
変
相
図

嘱
関
浦
雪

高
士

(北
京
)

雪

・
松
亭
雲
柚

平
遠

(
万
邦
乎
家
)
、
巨
軸

(朱
成
国
家
)

渓
山
行
旅

(台
北
)

山
水

(郭
金
吾
家
)

五
洲
煙
雨

江
村
秋
曉

(
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
)

・
村
居

明
皇
撃
球

・
盧
鴻
草
堂

・
山
荘
図
別
本

・
九
歌

関
山
行
旅

(
蜀
山
図
)

・
臨
郭
忠
恕
輌
川
招
隠

司
馬
端
明

山
水

王
読

山
水

(小
中
)

・
瀟
山

趙
孟
頻

単
騎
見
虜

・
洗
馬

・
杜
簗
川
詩
意
冊

黄
公
望

浮
嵐
暖
翠

・
陽
明
洞
天

・
夏
山

・
良
常
山
館

高
克
恭

山
水

(小
中
)

・
雲
山
秋
審

呉
鎮

関
山
秋
審

・
山
水

(
小
中
)

・
頭
白
開
巻

侃
遭

山
水

(小
中
)

・
山
水

(王
越
石
家

小
中
)

王
蒙

芝
蘭
室
銘

・
松
山
書
屋

侃
黄
合
作

(
三
点
)

荘
麟

山
水

陸
広

仙
山
楼
観

第
九
十
九
則

(台

北

)

吾
見
黄
子
久
天
池
図
、
皆
贋
本
、
昨
年
游
呉
中
山
、
策
節
石
壁
下
、

狂
叫
日
、
黄
石
公
、
同
游
者
不
測
、
余
日
、
今
日
遇
吾
師
耳

快

心
洞

目

、

〈
校
異
〉

黄
石
公
、
『
容
別
』
『
式
古
』
黄
石
公
黄
石
公
と
重
ね
る
、
『式
古
』

吾
見
を
向
見
に
、
皆
贋
を
為
贋
に
作
る
。
ま
た
末
尾
に
観
此
図
追
憶
書
之
其
昌
の

九
字
あ
り
。
『
大
魁
』
策
節
を
策
第
に
作
る
。

游
呉
中
至
吾
師
耳

同
様
な
構
造
を
も

つ
逸
話
を
銭
謙
益
が
伝
え
て
い
る
。
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『有
学
集
』
巻
四
六

呉
歴

「臨
宋
元
人
縮
本
題
践
」

余
聞
く
、
子
久
は

烏
目
の
傍
の
小
山
に
居
て
酒
を
飲
み
、
至
る
所
す
な
わ
ち
画
く
。
湖
橋
よ
り
払

水
に
抵
り
、
舟
を
両
湖
に
放

っ
て
、
横
巻
長
さ
数
十
丈
を
画
き
、
稿
本
い
ま
だ

装
懐
を
経
ず
、
民
家
の
竹
筒
に
束
入
し

て
、
複
壁
中
に
置
く
、
訪
求
す
る
も
得

べ
か
ら
ず
と
。
華
亭
た
あ
に
掌
を
撫
し

て
歎
息
し
、
舟
を
湖
山
の
間
に
蟻
し
、

坐
臥
す
る
こ
と
累
日
、
予
に
語
り
て
日
く
、
「
子
久
数
十
丈
の
大
巻
、
今
我
が

腹
笥
に
飽
く
、
異
時
ま
さ
に
公
の
た
め

に
嚢
を
倒
し
ま
に
し
て
、
こ
れ
を
出
さ

ん
」
と
。
華
亭
仙
去
し
て
三
十
余
年
、
山
臆
水
謝
、
い
ま
だ
か
つ
て
斯
の
言
を

追
憶
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。

第
百
二
十
九
則

勝
国
時
、
画
道
独
盛
干
越
中
、
若
趙
呉
興
、
黄
鶴
山
樵
、
呉
仲
圭
、

其
尤
卓
然
者
、
至
干
今
、
乃
有
漸
画
之
目

、
鈍
滞
山
川
不
少

伯
玉
此
冊
、
行
筆
破
墨
、
種
種
自
超

〈
校
異
〉

諸
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。

黄

子

久

、

勝
国
時
至
卓
然
者

董
其
昌
の
考
え
で
は

「
元
時
の
画
道
、
最
も
盛
」
(
=
二

八
則
)
と
い
う
。
そ
の
元
代
の
絵
画
は
ひ
と
り
漸
江
地
方
の
み
盛
で
あ

っ
て
、
趙

孟
額
、
王
蒙
、
呉
鎮
、
黄
公
望
と
い

っ
た
優
れ
た
画
人
を
輩
出
し
た
。
と
こ
ろ
が

今
は
衰
微
の
極
に
あ
る
と
い
う
。
同
様
な
提
言
は
第
七
十
二
則
に
も
あ
る
。

元
季
の
四
大
家
、
漸
人
そ
の
三
に
居
る
。
王
叔
明
は
湖
州
の
人
、
黄
子
久
は
衝

州
の
人
、
呉
仲
圭
は
銭
塘
の
人
、
惟
だ
侃
元
鎮
の
み
無
錫
の
人
、
江
山
霊
気
、

盛
衰
故
よ
り
時
あ
り
、
国
朝
の
名
手
僅
僅
、
戴
進
は
武
林
の
人
た
る
に
、
す
で

に
漸
派
の
目
あ
り
、
知
ら
ず
、
趙
呉
興
も
亦
漸
人
な
る
を
。
漸
派
は
日
に
漸
滅

に
就
く
が
ご
と
し
。
ま
さ
に
甜
邪
俗
頼
の
者
を
も

っ
て
、
尽
く
彼
の
中
に
系
く

(1
)

べ
か
ら
ず
。

「元
来
四
大
家
の
う
ち
、
三
人
ま
で
が
漸
江
出
身
者
で
あ

っ
た
。
時
運
に
か
な
わ

ず
、
明
朝
で
は
名
手
に
乏
し
い
。
戴
進
は
武
林
出
身
で
あ
る
の
に
、
漸
派
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
実
は
趙
孟
頬
で
も
漸
江
出
身
な
の
を
知
ら
な
い
の
だ
」
。
福
本
訳
、

「
わ
ず
か
戴
進
が
武
林
出
身
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
で
に
漸
派
と
命
名
さ
れ
て

い
る
が
」
は
、
行
文
の
脈
絡
を
見
失

っ
て
い
る
。
第
七
十
二
則
は
本
則
と
同
じ
内

容
を
繰
返
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
本
則
の

「
至
干
今
乃
有
漸
画
之
目
」
を
福
本

氏
が
、
「今
に
至
る
ま
で
漸
画
と
い
う
流
派
が
あ
る
が
」
と
訳
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
書
物
が
漸
派
の
語
の
初
出
の
文
献
で
あ
る
こ
と
を
見
落
し
た
た
め
だ
ろ
う
。

福
本
訳
の

「
今
に
至
る
も
云
々
」
で
は
な
く
て
、
「(
か

つ
て
あ
れ
ほ
ど
名
手
を
生

ん
だ
土
地
柄
の
出
で
あ
る
の
に
)
、
今
と
な

っ
て
は
漸
派
の
画
と
分
類
さ
れ
て
し

ま

っ
て
い
て
」
と
す

べ
き
だ
ろ
う
。

漸
派
の
名
称
は
万
暦
年
間
、
発
生
当
初
か
ら
軽
侮
の
感
情
を
も

っ
て
扱
わ
れ
て

い
た
。
中
で

一
人
、
戴
進
に
対
し
て
だ
け
は
彼
は
同
情
的
で
あ
る
。
董
其
昌
が
漸

派
の
作
品
に
題
践
を
加
え
て
い
る
の
は
、
戴
進
だ
け
、
か

っ
次
の
二
例
の
み
の
よ
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う
で
あ
る
。

戴
進

「霊
谷
春
雲
図
」
践

銭
塘
戴
進
画
、
入
能
品
、
此
巻
尤
其
合
作
、
後

有
晶
江
先
生
之
蹟
、
亦
復
逡
俊
可
伝
也

、
晶
留
心
理
学
、
乃
檀
臨
池
之
工
、
豊

所
謂
玩
物
喪
志
者
、
真
殺
風
景
語
耶

(西
ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
)

戴
進

「
彷
燕
文
貴
山
水
図
」
践

国
朝
画
史
以
戴
文
進
為
大
家
、

貴
、
淡
蕩
清
空
、
不
作
平
日
本
色
、
更
為
奇
絶

破
墨

破
墨
の
実
際
は

「
小
中
現
大
冊
」
の
第
十
八
、
黄
公
望
画
、

例
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
董
其
昌
の
対
題
に
い
う
、

子
久
の
論
画
、
凡
そ
破
墨
は
須
ら
く
淡

よ
り
濃
に
入
る
べ
し
、

を
曲
尽
す

淡
墨
の
上
を
濃
墨
で
破
る
、
ア
ク
セ
ン
ト
を

つ
け
る
こ
と
を
い
う
。

「
濃
淡
の
ま
じ

っ
た
墨
色
を
用
い
て
、

あ
る
の
は
、
沈
宗
鷲

『
芥
舟
学
画
編
』
の

「
破
墨
を
用
い
る
者
は
、

も

っ
て
匡
廓
を
勾
定
し
、
匡
廓
既
に
定
ま
り
…
漸
次
濃
を
加
う
」

董
其
昌
の
真
意
と
は
異
な
る
。

註

(
1
)

こ
の
第
七
十

二
則

に

つ
い
て
は
、

第

一
則

の
札
記
を
参
照

此
学
燕
文

(北
京
)

図
27
の
実

こ
の
図
そ
の
致

(
万
暦
42
)

福
本
訳

に

物

の
輪
廓
を
は

っ
き
り
表
わ
す
こ
と
」
と

先
ず
淡
墨
を

と
通
じ
る
が
、

『
奈
良
大
学
文
化
財
学
報

第
五
集
』

に
載

せ
た
、

略
語
表

石

一
-
石
渠
宝
笈
初
編
、
石
ニ
ー
同
続
編
、
石
三
ー
同
三
編
、
式
古
堂
書
画
彙

考
、
墨
縁
-
墨
縁
彙
観
、
大
観
-
大
観
録
、
紅
豆
ー
紅
豆
樹
館
書
画
記
、
好
古
ー

好
古
堂
書
画
記
、
壮
陶
ー
壮
陶
閣
書
画
録
、
容
台
-
容
台
集
、
容
別
i
容
台
別
集
、

華
亭
-
董
華
亭
書
画
録
、
石
筆
-
石
渠
随
筆
、
平
生
ー
平
生
壮
観
、
庚
子
-
庚
子

消
夏
記
、
王
司
農
-
王
司
農
題
践
、
聴
騒
ー
聴
騒
楼
書
画
記
、
聴
騒
-
聴
騒
楼
書

画
記
続
、
践
続
ー
書
画
践
践
続
、
画
禅
室
-
画
禅
室
随
筆
、
台
北
i
台
北
故
宮
博

物
院
、
北
京
-
北
京
故
宮
博
物
院
、
大
英
-
大
英
博
物
館
蔵
董
其
昌
画
訣
巻
、
ボ

ス
ト
ン
ー
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
ー
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ー
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
、
涯
本
-
圧
汝
禄
序
画
禅
室
随
筆
、

梁
本
-
梁
穆
序
同
、
大
魁
-
大
魁
堂
刊
同
、
筆
記
-
筆
記
小
説
大
観
同
、
小
中
-

小
中
現
大
冊
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
ー
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
美
術
館

補
註

「
江
山
雪
審
図
」
廃
絶
の
消
息
に

つ
い
て
、
左

の
記
事

が
あ
る
。
作
品
名
を

誤
る
ほ
か
、

す
で
に
相
当
な
誰
伝
が
生
ま
れ

て
い
る
が
、
現
行
本

の
成
立
を
示
唆
し
て

い
る
。

『
万
暦
野
獲
編
』
巻
二
十
六

「
旧
画
款
識

」

金
陵

胡
秋
宇
太
史
家
、
奮
藏
江
千
雪
意
巻
、

錐
無
款
識
、
然
非
宋
董
苑
及
南
渡
李

、
劉
、
馬
、
夏
輩
所
辮
也

、
凋
開
之
爲
祭
酒
、
以
賎
値

得
之
、
董
玄
宰
太
史

一
見
驚
歎

、
定

以
爲
王

右
丞
得
意
筆
、
謂
必
非
五
代
人
所
能
望
見
、
李

螢
郎
以
下
所

不
論
也

。
作
践
幾
千
言

、
讃
智

不
容
口
、
以
此
著
名
東
南

、
祭
酒
身
後

、
其
長

君
以
告
徽
州
富
人

呉
心
宇

、
評
債

八
百
金
、
呉
喜
慰
過
望
置
酒
高
會
者
匝
月

、
今
眞
蹟
価
在

凋
長
君

、
蓋
初
習
時

、
寛
得
奮
絹

、
情
嘉

禾
朱
生
號
肖
海
者

臨
墓
逼
肖

、
又
割
董
践
装
槻
於

後
以
欺
之
耳

、
今

之
賞

墾
與

牧
藏

雨
家
、
大
抵
如
此

右

の
資
料

に

つ
い
て
、
徐
邦
達

『
古
書

画
偽
設
考
弁
』
上
巻

一
=

頁

(
江
蘇
古
籍
出

版
社

一
九

八
四
)
に
す
で
に
指
摘

が
あ
る
。
現
行
本
が
日
本
国
内

に
所
蔵

さ
れ

て
い
る
た

め

、
長

い
間

控
え
て
い
た
が
、
徐
氏

の
発
表
が
あ
る
以
上
、
ま
た
特
別
稀
な
資
料

で
も
な

い
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